
 

 

 ❹課題の度合いによる個別対応例 

  若者の状況に応じて、全員が同じカリキュラムで支援訓練を進めるのではなく、基本的な  

 生活パターンは合わせ、訓練内容は個別に内容を変えながら進めていくようにしています。 

 

  資料 8 課題の度合いによる個別対応例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　課題の
　　　度合
　日程

生活訓練
必要無し

生活訓練必要度
合いが低い

生活訓練が
必要

長期の生活
訓練が必要

ポイント

１日目 見立て期間

２日目

３日目

４日目

５日目

６日目

７日目

８日目

９日目

１０日目

１１日目

１２日目

１３日目

１４日目

１５日目

１６日目

１７日目

１８日目 支援完了

１９日目 支援完了

２０日目

Step２
社会生活自立訓
練（通所）

Step１
生活自立訓練
（合宿含む）

Step２
社会生活自立訓
練（通所）

Step１.1
生活自立訓練
（通所）

Step３
社会生活自立訓
練（自主活動）

Step４
就労自立支援

Step３
社会生活自立訓
練（自主活動）

自主活動中も
訪問観察を行
い、中間的就
労などへの移
行を検討

合宿の状況を
確認しながら
通所に移行し
ていく

通所にて状況
を確認しなが
ら、ボラン
ティア活動な
どへの移行を
検討

Step５
就職活動支援

Step５
就職活動支援

同行でボラン
ティア活動や
職場見学など
を行い、自主
活動へ移行

Step１.1
生活自立訓練
（合宿なし・通

所のみ）

Step４
就労自立支援

就職活動に即
した講習参加
や職場体験・
中間的就労に
より状況を確
認

Step１.1
生活自立訓練
（通所）

Step４
就労自立支援

Step５
就職活動支援

Step４
就労自立支援

Step２
社会生活自立訓
練（通所）

Step１
生活自立訓練
（合宿含む）

Step３
社会生活自立訓
練（自主活動）

Step２
社会生活自立訓
練（通所）

Step３
社会生活自立訓
練（自主活動）
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